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神奈川県における野生ダイズ（ツルマメ）
（Glycine max subsp. soja （Siebold & Zucc.）

H. Ohashi）の生育環境と探索収集
諏訪泰永* †・河瀨眞琴**

（令和 4 年 8 月 25 日受付/令和 4 年 12 月 2 日受理）

要約：ツルマメ（Glycine max subsp. soja （Siebold & Zucc.） H. Ohashi）はダイズの耐湿性や病害虫抵抗性
の育種をおこなう上で有望な遺伝子供給源であると考えられる。神奈川県に自生するツルマメの生育環境の
把握と野生ダイズ遺伝資源の拡充を目的とし，2021 年 10 月および 11 月に神奈川県厚木市，海老名市，相
模原市，伊勢原市，高座郡寒川町，平塚市，藤沢市，鎌倉市，逗子市，三浦市，横浜市，足柄上郡大井町，
小田原市にて調査を実施した。調査の結果，県内の 5 水系の河川周辺，遊水地，水田畦畔，休耕田，湿地あ
るいは礫地などで発見し，様々な生育環境から計 27 点を収集できた。相模川流域では広い氾濫原ほどツル
マメ集団が増加する傾向がみられた。サンプルは標高は 4～48 m の範囲から得られ，低地に多く分布してい
ると考えられた。百粒重の変異は 1.25～2.43 g で平均値は 1.89 g であった。同じ水系内でも百粒重に差異が
ある点から遺伝的多様性が示唆された。神奈川県におけるツルマメの分布がヤブツルアズキ（Vigna 
angularis var. nipponensis （Ohwi） Ohwi & H. Ohashi）よりも多く，2 種の分布のパターンには他地域と差
異があることが示された。
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目　　　　的
　ツルマメ（Glycine max subsp. soja （Siebold & Zucc.） H. 
Ohashi.）は栽培ダイズ（G. max （L.） Merr.）の祖先野生
種で東アジア，ロシア極東地域に分布しており，河川敷や
土手などの適度な攪乱環境に自生している1, 2）。野生ダイ
ズからは耐湿性系統やハスモンヨトウ抵抗性 QTL が報告
されており3, 4），ダイズとの交配も可能なことから，ダイ
ズ育種における新規育種素材として期待されている。
　日本国内のマメ類近縁野生種の探索は主に国立研究開発
法人農業・食品産業技術総合研究機構（以下，農研機構）
の農業生物資源ジーンバンク事業や北海道大学によって実
施されており，関東甲信越地域では東京都，埼玉県，千葉
県房総地域，茨城県，栃木県，群馬県，長野県，新潟県，
山梨県で野生ダイズやヤブツルアズキの探索が実施されて
いる5-9）。1988年には農業研究センターの喜多村ら（1989）9）

によって神奈川県足柄地域でのツルマメ探索が報告されて
いる。神奈川県では 1979 年から市民や博物館学芸員によ
る神奈川県植物誌調査会が組織され，県内に分布する野生
植物の調査が継続されている。ツルマメに関しても分布域
の調査が実施されており，1978 年以前から県内の広い地
域で分布が確認されている10）。しかし，生育環境や百粒重

等の詳細な記載は少なく，足柄地域以外の野生ダイズ遺伝
資源の本格的な収集報告もない。
　そこで今回は神奈川県内の河川敷，水田周辺，湿地等の
多様な環境で，ツルマメ自生環境の把握および野生ダイズ
遺伝資源として収集することを目的とし，探索調査を実施
した。

探索・収集の方法
　2021 年 10 月 18 日，26 日，30 日，11 月 3 日，6～8 日，
14 日に神奈川県内にてツルマメの探索を実施した。河川
敷，水田畦畔，休耕田，湿地を中心にツルマメの自生して
いそうな環境を探索した。各地点の集団からランダムに
10～30 莢をサンプリングして収集番号（TUA 番号）を付
した。紙封筒に入れ東京農業大学厚木キャンパス研究棟の
風通しの良い窓際で一週間程度風乾し，種子計数機（株式
会社バイオメディカルサイエンス，BGA-IC-VA），電子天
秤（研精工業株式会社，GF-2000）を使用して整粒の総粒
数，総粒重を計量し，百粒重を総粒重/総粒数×100の式で
算出した。収集地点の標高データは Google Earth Pro ソ
フトウェアから得た。
　10 月 18 日は神奈川県道 46 号線を相模原市上溝方面へ
北上し，新昭和橋を経て厚木市に戻る経路で移動した。厚
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木市，海老名市，相模原市の相模川流域にて探索を実施し
た。10 月 26 日は相模川支流小鮎川を経て，国道 412 号線
で相模原市方面へ北上し，相模原市緑区城山から神奈川県
道 511 号線線で厚木市方面へ移動した。10 月 30 日は高座
郡寒川町の相模川河川敷と平塚市内の金目川周辺で探索を
実施した。11 月 3 日は小田急小田原線の開成駅と小田原
駅周辺を流れる酒匂川周辺を探索した。11 月 6～8 日は三
浦地域で探索を実施した。11 月 6 日に厚木市を出発し，
藤沢市を経由して国道 134 号で鎌倉方面へ向かい，藤沢市
大庭と鎌倉市で探索した。11 月 7 日は鎌倉市から出発し，
逗子市，三浦市で探索し鎌倉へ戻る行程とした。8 日は鎌
倉市山崎と横浜市和泉区の境川遊水地周辺で探索した。11
月 14 日は伊勢原市下糟屋と平塚市の河川，水田地帯で探
索を実施した。

探索・収集の結果
⑴　神奈川県におけるツルマメ収集地点の環境

　今回の探索では神奈川県内にて異なる 5 水系の河川敷，
水田畦畔，休耕田，湿地，遊水地，湿地，礫地等の環境から
計 27 点（TUA004～030）を収集することができた（表 1，

図 1）。収集地点の標高は最低地点は平塚市桜ヶ丘の 4 m
であり，最高地点は相模原市中央区の 48 m であった。
　ツルマメ周辺に生育していた植物にはセイタカアワダチ
ソ ウ（Solidago altissima L.）， ア メ リ カ セ ン ダ ン グ サ

（Bidens frondose L.），コセンダングサ（Bidens pilosa L.），
オオブタクサ（Ambrosia trifida L.），チカラシバ（Cenchrus 
alopecuroides （L.） Thunb.），エノコログサ（Setaria viridis 

（L.） P. Beauv.），ススキ（Miscanthus sinensis Andersson），
オギ（Miscanthus sacchariflorus （Maxim.） Benth.& Hook.
f. ex Franch.），ヨシ（Phragmites australis （Cav.） Trin. ex 
Steud.）などであった。特にセイタカアワダチソウ，スス
キ，オギに絡まりながら自生している確率が高かった（図
2）。クズ（Pueraria montana （Lour.） Merr.），カナムグラ

（Humulus scandens （Lour.） Merr.），アレチウリ（Sicyos 
angulatus L.）のようなつる性植物も周辺によくみられた
が，ツルマメが混在して自生していることは無かった。厚
木市，伊勢原市，横浜市泉区の水田地帯では畦畔や休耕田
に生育しており。藤沢市，逗子市，三浦市，横浜市泉区で
は湿地および遊水地に生育している集団を見つけることが
あった。

表 1　神奈川県内で収集したツルマメの位置情報と生育環境および百粒重
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　10 月 18 日は厚木市で 3 点，海老名市で 1 点，相模原市
で 1 点を収集した。TUA004～007 は相模川の河川敷に自
生していた。TUA008 は厚木市三田の休耕田畦畔に自生
している集団を収集した。10 月 26 日は厚木市飯山の小鮎
川沿いで 1 点，相模原市の河川敷で 1 点，厚木市棚沢の休
耕田で 1 点を収集した。中津川上流域の愛川町田代地区，
相模川上流域の津久井湖，城山ダム周辺から相模原市にか
けての相模川流域ではツルマメを発見することはできな
かった。10 月 30 日は高座郡寒川町一之宮の相模川河川敷
で 1 点，平塚市大島の駐車場で 1 点，平塚市桜ケ丘の金目
川沿いで 1 点を収集した。11 月 3 日は小田急小田原沿線
の開成駅，小田原駅周辺を探索した。足柄上郡大井町で 2
点，小田原市で 2 点を酒匂川河川敷で収集することができ
た。11月6日は高座郡寒川町岡田の小出川沿いで 1 点，藤
沢市大庭の引地川で 2 点，鎌倉市腰越で 1 点を収集した。
11 月 7 日は逗子市池子で 1 点，三浦市小網代で 1 点を収
集した。11 月 8 日は鎌倉市山崎の水田周辺で 1 点，横浜
市和泉区の境川遊水地周辺で 2 点を収集した。11 月 14 日
は伊勢原市下糟屋の歌川周辺で 1 点，休耕田で 1 点，平塚
市岡田の休耕田で 1 点を収集した。いずれの休耕田も多湿
な土壌条件であった。

⑵　神奈川県で収集したツルマメの百粒重
　水系や生育環境の違いと百粒重の変異に明瞭な傾向はみ
られなかったが，その幅は 1.25～2.43 g と多様性があった。
収集した 27 点の平均値は 1.89 g で一般的なツルマメの範
囲内ではあるが小粒なものが多い傾向がみられた。最大は
三浦市小網代で収集した TUA024 の 2.43 g であり，厚木

図 1　神奈川県におけるツルマメの収集地点．数字は収集番号（TUA 番号）
を示す．国土数値情報行政区域データ11） をもとに QGIS ソフトウェアで
作成加工した．

図 2　神奈川県で収集したツルマメ27点の百粒重の頻度分布．
矢印は平均値を示す．
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市関口の TUA006 が 1.25 g と最小だった。全体の頻度分
布からは 1.5～1.75 g 未満のサンプルの点数が 10 点と最も
多かった（図 2）。百粒重が 1.5 g 未満の小粒なツルマメが
2 点含まれていた。
　同じ水系内で収集したサンプルでも百粒重に差異があ
り，相模川水系と同水系周辺の水田から得た 9 点で 1.25 
～2.21 g，酒匂川水系の 4 点で 1.60～2.35 g であった。

考　　　　察
⑴　神奈川県におけるツルマメ収集地点の環境

　本探索を実施した自生環境や周辺に生育する植物種は関
東近県の植物探索報告5-8） と同様であり，日当たりの良い
環境を好む先駆植物が多かった。前述したようにセイタカ
アワダチソウ，ススキ，オギに絡まっているケースが多く，
探す際の良い指標となった。
　10 月 18 日の探索ではツルマメの茎葉がまだ残る成熟前
であったが，莢は十分に肥大していたため種子としての収
集が可能だと判断した。10 月 26 日以降の収集では莢が完
全に成熟している個体も見られた。しかし，11 月 14 日の
探索では裂莢している莢が多くみられ，神奈川県内におけ
る収集適期は 10 月下旬前後だと考えられた。
　中津川上流域，相模川上流域の相模川河川敷は河岸段丘
崖の森林によって被陰されている箇所が多かったことや，
河川敷の礫径が大きいことがツルマメの生育を制限してい
ると考えられた。
　相模川の座間市周辺より下流域は自然堤防や後背湿地が
広く発達しており，上流域よりも氾濫原の幅が拡大すると
いう特徴がある12）。本探索においても TUA006 収集地点
である座間市周辺より下流域から河川敷が広くなり，ツル
マメ集団が増加していることを確認した。特に厚木市，海
老名市の広大な河川敷では一帯を被覆するような群落がみ
られた（図 3）。以上のことから相模川流域におけるツル
マメ集団は，中・下流域の氾濫原の拡大に伴い拡大する傾
向があると考えられた。
　足柄上郡大井町の酒匂川河川敷ではススキやオギの群
落が形成されており，ツルマメの生育に好適な環境に見え
たが，発見することはできなかった。土手下の休耕田で
TUA015を収集した。TUA016も同じく河川敷ではなく土
手沿いのサイクリングロードに雑草と共に自生している個
体を見つけた。大井町の収集地点から 9 km ほど南下した
小田原市内の河川敷ではツルマメ集団を発見し，TUA017，
018 を収集することができた。そこではセイタカアワダチ
ソウに絡まりながら自生している個体がみられた（図 4）。
いずれの地点も相模川に比較し，個体数は少なかった。酒
匂川は相模川に比較し流路延長が短い点，小田原市周辺の
河川敷のグラウンド整備が進んでいる点がツルマメの生育
環境に影響している可能性がある。今後はより上流域での
調査が求められる。
　湿地や休耕田ではヨシに絡まりながら自生している場合
が多く，鎌倉市内の水田畦畔や逗子市池子の湿地ではヨシ
群落の中にツルマメを発見することがあった。この地点は河
川敷より排水性の悪い多湿な土壌環境であったため，耐湿

性に優れることが期待できる。三浦市においては TUA024
以外にツルマメを発見することができなかった。この地点
は半日陰の湿地であり，河川敷とは日照や土壌条件が異な
る環境だと考えられた。三浦市は畑作地帯であり，水田や
大きな河川はみられなかった。水の移動する環境が少ない
ことに加え，農地の境界がコンクリートで整備されている
点もツルマメの生育拡大に不利な要因になっていると推測
できる。路傍の雑草そのものが少なく，圃場管理が徹底さ
れていたことから非選択性除草剤の使用も影響していると
考えられる。
　Tomooka et al., （2015）8） は農研機構・農業生物資源ジー
ンバンク（NARO-GB）のジーンバンクに保存されているツ
ルマメのパスポートデータから，ツルマメ計 1084 点の収
集地点は平均標高 86 m で 0～1,050 m の範囲から収集され
ていることを報告している。幅広い標高に分布しているこ
とがわかるが，平均値から比較的低地に多いことが推測で
きる。また，山田ら（2012）16） の紀伊半島の探索ではツル
マメ，ヤブツルアズキとも山間部で少なく低地部で多く発
見できたことを報告している。神奈川県植物誌（2018）10）

のツルマメ採集標本の分布からは丹沢山地の標高 1,000 m
を超える地点における標本は記録がないため，高地の分布
は極めて少ない可能性が示唆される。今回の収集サンプル
の標高範囲は 4～48 m であり（表 1），標高 100～300 m で

図 3　相模川河川敷のツルマメの群落（収集番号 TUA004，
厚木市厚木）．

図 4　セイタカアワダチソウに絡まるツルマメ（収集番号
TUA017，小田原市酒匂川河川敷）．
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ある津久井湖，城山ダム周辺では発見できなかった。した
がって，神奈川県のツルマメは比較的低地に多く分布して
いると考えられた。しかし，足柄上郡山北町や旧津久井郡
藤野町（現：相模原市）の山間部でも分布が確認されてい
る10） ため，今後は山間部でより綿密に探索を実施する必要
がある。
　神奈川県には谷戸と呼ばれる低山地の谷間に形成された
低湿地が多く存在し13），古くから水田として開発，利用さ
れてきた。その環境では多様な水生生物が棲息し湿性植物
が自生しているため，横浜市や鎌倉市では緑地として維持
している地域もみられる。今回の探索では鎌倉市内の谷戸
水田（図 5）でヨシ群落の端で生育していたツルマメを発
見することができた（図 6）。これは水田管理にともなう
草刈りなどの適度な攪乱によってツルマメの生育に好適な
環境が維持されているためだと考えられる。今後は県内に
残存する谷戸環境周辺も含めてツルマメの探索エリアの対
象としたい。現時点では泉区以外の横浜および川崎地域が
未探索地域となっており，これらの地域においても水田や
河川等を対象とした探索が望まれる。
　今回の一連の探索調査では，表1に示したように河川敷周
辺や遊水地，水田畦畔，休耕田，湿地あるいは礫地など様々
な環境からツルマメを収集することができた。特に後背湿
地や水田周辺などで収集したツルマメは極めて多湿な土壌
で生育していたため，耐湿性に優れる形質が期待できる。

⑵　神奈川県で収集されたツルマメ百粒重の多様性
　今回得られた百粒重は 1.25～2.43 g で変異にある程度幅
があった。同水系内でも多様だったことから，限られた地
域内や水系内での遺伝的多様性が示唆される。
　大原・島本（1988）14） が収集した道南および日高地方の
ツルマメの各集団の平均百粒重は約2～3 gで日高地方のも
のは比較的大型であると報告している。中村ら（1994）15）

が秋田県雄物川流域で収集したツルマメ 148 点の平均は
2.35 gで1.2～3.7 gの変異があったとしている。また，山田
ら（2012）16） が紀伊半島で収集したツルマメの百粒重の変
異の幅は 1.1～3.5 g であり，友岡ら（2015）8） が群馬県およ
び長野県における探索で収集した 15 点は 1.44～4.04 g の
変異があると報告している。いずれの探索でも百粒重が
3 g 以上のツルマメが発見されていた。NARO-GB の植物
遺伝資源データベース17） で公開されている日本国内で収
集されたツルマメの百粒重を比較すると，百粒重が 2 g 未
満のものは日本国内から収集されたアクセッション 1515
点中 196 点であり，約 13％程度であった。今回の神奈川
県サンプルは最大でも2.43 gで，その平均値は1.89 gであっ
た。収集地点が限られているため断定はできないが，神奈
川県において収集されたツルマメの百粒重は他県集団に比
較し小さい傾向があることが示唆された。
　神奈川県内では相模原地域，県央地域で在来ダイズ̒ 津久
井在来’の栽培がみられるが，今回の探索でダイズ畑周辺に
ツルマメは見られなかった。百粒重からも黒田ら（2007）18）

が報告している栽培ダイズとの中間体のようなものは見ら
れず，県内において栽培ダイズとツルマメ集団間での浸透
交雑の可能性は極めて低いと推測される。
　今後は百粒重以外の形質について植物特性評価をおこな
い，種子増殖や DNA マーカーによる集団内および集団間
の多様性解析をおこなう予定である。増殖種子は東京農業
大学植物育種学研究室での研究利用，農業生物資源ジーン
バンク事業への提供を予定している。

⑶　神奈川県におけるツルマメとヤブツルアズキの分布
パターンの差異

　ツルマメ自生地と同じような環境を好むヤブツルアズキ
（Vigna angularis var. nipponensis）もマメ科遺伝資源と
して植物探索が実施されており，友岡（1997）7） は関東北部
および東北南部の探索でツルマメとヤブツルアズキが同所
的に生育している環境を報告している。喜多村らの探索9）

ではヤブツルアズキよりもツルマメ発見点数のほうが多
く，神奈川県足柄地域ではヤブツルアズキの収集はなかっ
たとしている。一方，Naito et al., （2017）19） は北陸地方で
はツルマメに比較しヤブツルアズキの分布が多く，ツルマ
メが優占的ではない可能性を報告している。今回の探索で
はヤブツルアズキも注意して探してみたが，発見できた地
点は逗子市久木と伊勢原市下糟屋の 2 地点のみであった。
神奈川県植物誌によると神奈川県においてはヤブツルアズ
キは県央，湘南，三浦地域に分布するが少ないと記載して
いる20）。
　今回はツルマメを主たる対象に探索していたことや，成

図 5　鎌倉市山﨑の谷戸水田（収集番号 TUA025 自生地）．

図 6　湿地のヨシに絡まる成熟期のツルマメ（収集番号
TUA025，鎌倉市山﨑）．
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熟期の違いなどにより，厳密には比較はできないが神奈川
県におけるツルマメとヤブツルアズキの分布のパターンは
他地域と差異があり，ツルマメの方がより多くの地点で自
生していることが示された。
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Exploration and Collection of Wild Soybean (Glycine 
max subsp. soja (Siebold & Zucc.) H. Ohashi) with 

respect to the Growing Environment in 
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Summary：Wild soybean  (Glycine max  (L.) Merr. subsp.  soja  (Siebold & Zucc.) H. Ohashi)  is a potential 
genetic  resource  for  soybean breeding  to  improve  resistance and  tolerance  to various diseases.    In 
Kanagawa Prefecture, exploration for collecting of wild soybean was conducted in October to November, 
2021.  A total of 27 samples were collected from a various environments, such as the river banks in five 
water systems, retarding basin, paddy levees, fallow paddy field, marsh, and gravel road.  In the Sagami 
River,  the wild soybean population tended to  increase with  larger  floodplain areas.   The samples were 
collected at elevations ranging from 4 to 48 m, suggesting that wild soybean is distributed at relatively 
low land in Kanagawa Prefecture.  The range of hundred-seed weight was 1.25 to 2.43 g and the mean 
value was 1.89 g.  In addition, variation in hundred-seed weight was observed among the samples from 
the same water system, suggesting genetic diversity.  In Kanagawa Prefecture, the distribution of wild 
soybean was more widely distributed than wild azuki bean (Vigna angularis var. nipponensis (Ohwi) Ohwi 
& H. Ohashi), indicating that the distribution pattern of the two species is different from other prefectures.
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